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自己紹介

齋藤  智樹

01

1 9 9 6年生まれ、福島県出身

慶應義塾大学  理工学部  数理科学科  卒（統計専攻）
　

大学卒業後そのままフリーランスエンジニアとして

キャリアをスタート。業務拡大のため、202 1年3月に

ゼノクリース合同会社を設立。
　

経営者・コンサル・Webエンジニア・研修講師  など

@Tomok i _ S a i t o _



自己紹介01

どんな強みがある人？

フリーランスからキャリアを始めたこともあり、何でも選ばずやった結果、

技術スタックがだいぶ広くなった

もともと教育業界出身なので、e  ラーニングや登壇などをする機会が多く、

どのような伝え方をすると伝わりやすいか、面白いかの感覚がある

自分の会社の代表として日々営業も実装もやっているので、クライアントが

A I  活用で共通して気にしている部分が何となく見えてきている



自己紹介01

今日のゴール

生成  A I  をすでに活用している方

→「生成  A I  関連の各トピックについて、こんな感じの捉え方を

　　しているのか🤔」というサンプルが１つ増える

これから生成  A I  活用しようと考えている方

→「生成  A I  関連の各トピックで名前や話題としては知ってたけど

　　こんな感じのものなのか🤔」という全体像が見える



生成  A I  の数年史02

【論文】Tran s f o rme r ( A t t e n t i o n  I s  A l l  Yo u  N e e d )が投稿される
以後の  L LM（自己回帰  /  自己注意）系の型ができる

201 7 . 0 6

2 0 1 9 . 0 2 Op enA Iが  GPT‑ 2  を発表

202 0 . 0 5
【論文】RAG ( Re t r i e va l ‑ A u gmen te d  G e n e ra t i o n )が投稿される
検索( r e t r i e va l )と生成(ge n e ra t i o n )を統合する設計

202 0 . 0 5
【論文】GPT‑ 3 ( L a n g u a ge  Mod e l s  a r e  F ew ‑S h o t  L e a r n e r s )が
投稿される。プロンプトに数例を示すだけでタスクをこなせるように



生成  A I  の数年史02

O p e n A I  が  D A L L· E （ テ キス ト → 画 像 ） を 公 開2 0 2 1 . 0 1

2 0 2 1 . 0 6
G i t H u b  が  G i t H u b  C o p i l o t  の  t e c h n i c a l  p r e v i e w  を 発 表

（ 生 成  A I  ×  開 発 の 大 衆 化 が 始 ま る ）

2 0 2 2 . 0 9 O p e n A I が  W h i s p e r （ 音 声 認 識 ） を オ ープ ン ソ ース 公 開

2 0 2 2 . 1 1 Op enA I  が  C h a t GPT  を公開



生成  A I  の数年史02

OpenA I  が  GPT- 4  を公開
（モデルの進化で実用性がグッと上がる）

202 3 . 0 3

2 0 2 3 . 0 3
Op enA I  が  C h a t GPT  p l u g i n s  を発表
（外部ツール接続の潮流が強まる）

202 3 . 0 4

Op enA I  が  f u n c t i o n  c a l l i n g  を含むAP I更新を告知
（「LLM  →  関数呼び出し  →  実行」が標準化方向へ）

202 3 . 0 6

Cu r s o r（エディター）が、VS  C o d e  をフォークしてその上に
構築する形  ( v 0 . 2 . 0 )  でリリース



生成  A I  の数年史02

G o o g l e  が  G e m i n i  1 . 0  を 発 表2 0 2 3 . 1 2

2 0 2 4 . 0 2 O p e n A I  が  S o ra （ 動 画 生 成 モ デ ル ） を 発 表

2 0 2 4 . 0 2
G o o g l e  が  G e m i n i  1 . 5  を 発 表
（ 長 文 コ ン テ キス ト が 大 き く 前 進 ）

2 0 2 4 . 0 3 A n t h r o p i c  が  C l a u d e  3  を 発 表



生成  A I  の数年史02

OpenA I  が  GPT‑ 4 o  を発表
（マルチモーダルを実用レベルに）

202 4 . 0 5

2 0 2 4 . 0 6 A pp l e  が  A p p l e  I n t e l l i g e n ce  を発表
（OS  組み込みの「端末  ×  個人文脈  ×  生成モデル）

202 4 . 1 1
A n t h r o p i c  が  Mod e l  C o n t e x t  P r o t o co l（MCP）を発表
（ツール・データ接続の標準化へ）

202 5 . 0 2
A n t h r o p i c  が  C l a u d e  C o d e  を発表
（CL I  ツールのコーディングエージェント、定額の利用料）



生成  A I  の数年史02

OpenA I  が  GPT‑ 4 o  の画像生成を発表
（画像生成が一般ユーザーにも広がる）

202 5 . 0 3

2 0 2 5 . 0 5 Op enA I  が  C o d ex  を発表
（クラウドで並列に動くソフトウェアエンジニアリング  a ge n t）

20 2 5 . 0 5
A n t h r o p i c  が  C l a u d e  4（Opu s  4  /  S o n n e t  4）を発表
（エージェント＆コーディング用途がかなり強くなる）

202 5 . 0 6
Cu r s o r  v 1 . 0  がリリースされる
（BugBot  /  M emo r i e s  /  M CP  など、機能がだいぶ固まる）



生成  A I  の数年史02

OpenA I  が  g p t - o s s : 2 0 b ,  g p t - o s s : 1 2 0 b  を発表
（ローカルLLMはこれまでにも  L l ama  や  G emma  などがあるが）

202 5 . 0 8

2 0 2 5 . 1 0 A n t h r o p i c  が  A ge n t  S k i l l s  を発表
（エージェントが外部ツール・手順を扱うための枠組みを前に進める）

202 5 . 1 1
Goo g l e  が  G em i n i  3 . 0  を発表
（モデル更新の競争がかなり加熱）

202 5 . 1 2
L i n u x  F o u nd a t i o n：Agen t i c  A I  F o u nd a t i o n（AA I F）設立
（MCP  , AG ENTS .md  などの標準化を目指した業界団体）



生成  A I  の現在地

202 6  年  1  月時点

03

GPT- 5 . 2  /  G PT- 5 . 2  C o d ex  /  G PT- 5 . 2  P r o

C l a u d e  S o nn e t  4 . 5  /  O p u s  4 . 5

G em i n i  3 . 0  F l a s h  /  3 . 0  P r o

各モデルの賢さ（ユーザーの感想やベンチマークのスコアなど）が

かなり成熟してきて、エージェントや周辺ツール、標準化の段階に



各トピックをどう捉えている？04

ここからのセクション

めっちゃ主観で喋ります



各トピックをどう捉えている？04

今日のお願い

「公式ドキュメントや書籍、生成  A I  での要約などで分かること」ではなく、むしろ

生の声や見解をお話ししたいなと思っています。（そのため、今後の展望など明確な

データやエビデンスではなく自分自身が考えていることもお話しします）

技術スタックの選定と同様に、現場や案件内容によって生成  A I  活用における正解は

異なるので、「こんな例もあるんだな」くらいでお聞きいただけると嬉しいです

「めっちゃ主観で喋ります」について



各トピックをどう捉えている？

チャット

04

・Cha tGPT  ( G PT- 5 . 2  P r o )  :  W e b  検索が上手い

・C l a ud e  ( O pu s  4 . 5 )  :  文章の草案を書くのが上手い

・Gem i n i  ( 3 . 0  P r o )  :  画像・動画の分析が上手い（マルチモーダル）

普段のチャットでは、最上位モデルだけを使い分けている

※  A I  アプリを作る際には、コストを抑えるために  Ha i ku  4 . 5

　などを使うこともある



各トピックをどう捉えている？

チャット

04

学習データの大きさの競争から、推論  ( Rea s o n i n g )  の競争の時代に

L LM  の相転移

（学習データやパラメータを一定以上増やすと、精度が飛躍的に上がる）

確率的に、「次にどの語を入れるのがもっともらしいか」を計算するだけで

なく、推論時に多くの計算資源や計算ステップを入れる



各トピックをどう捉えている？

調べ物は  Ch a t GPT  P r o  一択

04

h t t p s : / / o p e n a i . c o m / j a - J P/ a p i / p r i c i n g /

出力
$16 8  /  1 0 0万トークン



各トピックをどう捉えている？04
出力モデルの金額が

すごく高いだけでなく、

並列推論を行って

「良いとこ取り」

をする形なので、調べ物

をするときはダントツで

優秀

→自分が気になったこと

の検証や、クライアント

からの質問を入れる



各トピックをどう捉えている？04

チャット

とはいえ、Cha tGPT  P r o（P ro  に限らず）は変な造語やカッコ付け

た言い回しをしてくることが多々あるので、

Cha tGPT  P r o  で叩き台と骨格

→  C l a u d e  O pu s  4 . 5  でそれを分かりやすい

　（自分が読んでも分かる）形に翻訳しつつ、自分で加筆修正



単一画像の読み取り精度は上がってきているが、複合ファイルに課題

PDF  も、「画像のみの  PDF（スキャナーでスキャンしたものとか）」と

「文字情報が入った  PDF（Wo rd ,  M a r kd own  から作成したものとか）」

があり、アプローチが異なる。

Wo rd ,  Ex ce l ,  Powe r Po i n t  などは、Open -XML  形式

h t t p s : / / l e a r n . m i c r o s o f t . co m / j a - j p / o f f i c e / o p e n - x m l / o p e n - x m l - s d k

各トピックをどう捉えている？

マルチモーダル

04



An t h r o p i c  ( C l a u d e )公式の

Agen t  S k i l l sが参考になるもの

の、あくまで  J S ,  P y t h o n  の

do c x ,  p p t x ,  x l s x  等のライブ

ラリの使い方などを分かりやす

くまとめているだけなので、本

格的にはもっとやる必要がある

各トピックをどう捉えている？

マルチモーダル

04

h t t p s : / / g i t h u b . com /a n t h r o p i c s / s k i l l s / b l o b /ma i n / s k i l l s / p p t x / S K I L L .md



各トピックをどう捉えている？

画像生成

04

主力モデル

・gpt - ima ge - 1 . 5  ( O p e nA I )

・gem i n i - 3 - p r o - ima ge - p r e v i ew

（別名  Nano  B a n a n a  P r o ,  G o o g l e）

文字崩れ問題（日本語と中国語の中間

みたいな）も解消してきて、実運用の

ラインにだいぶ乗ってきた感はある



各トピックをどう捉えている？04

h t t p s : / / a i . g o o g l e . d e v / g em i n i - a p i / d o c s / ima ge - ge n e ra t i o n ? h l = j a



各トピックをどう捉えている？04

画像生成

AP I  でできることの余地や自由度もだいぶ上がってきている

そのため、実際の案件でもどんどん取り入れていける可能性はある。

社会的には、著作権や肖像権、気持ちの問題など、様々な問題を乗り越えな

がら一般化していきそう。

（最近の例だと、「Gro k  の水着問題」など）



各トピックをどう捉えている？

動画生成

04

主 力 モ デ ル

・ S o ra  2  ( O p e n A I )

・ V e o  3 . 1 （ G o o g l e ）

・ LT X- 2  ( オ ープ ン モ デ ル )

例 え ば  S o ra  2  ( W e b  版 )

で は 、 1 0 s ,  1 5 s ,  2 5 s  の

動 画 を 生 成 で き る



各トピックをどう捉えている？

動画生成

04

しかし、AP I  でできることに制限がありすぎて、実運用は難しい

例えば  S o ra  2  ( A P I  版 )  では、4s ,  8 s ,  1 2 s  の動画しか生成できない

「バラバラに生成して結合する」というパターンだと、意図や作風がバラバラに

なりすぎて使い物にならない。

また、re f e r e n ce _ ima ge  として（実在するかに関わらず）人間の顔を入れると

拒否される。（人物の一貫性を担保するのが難しい）

文字崩れ問題の解消もまだまだ



各トピックをどう捉えている？

動画生成

04

法務リスクやブランドイメージとの兼ね合いもあって、

「おもしろ動画制作」の域はまだまだ出なさそう

h t t p s : / / n ew s . ya h o o . co . j p / e x p e r t / a r t i c l e s / 3 1 3 6 2 c f 2 c 4 4 f 5 2 a e 4 f 4 e 8 2 0 b 8 5 f 4 5 e db 4 3 2 d 0 0 2 c

参考：『JAL高級クレカ「違和感画像」問題　2回の差し替えに至った経緯とは』

（生成できる動画の秒数、AP I  やプロンプトで指定できるアセットの自由度

　文字崩れ問題の解消など、注視しておくスペックはいくつかある）



各トピックをどう捉えている？

エディター・コーディングツール

04

・C l a ud e  C o d e  ( o p u s - 4 . 5 )

・Cod ex  ( g p t - 5 . 2 - co d ex )

・An t i g ra v i t y  ( g em i n i - 3 . 0 - p r o )

Cu r s o r  の上で、C l a ud e  C o d e ,  C o d ex  を両方使っている

コーディングエージェントに関しては、最もビジネスに寄与して
いきそうな気配大

「農場を持っているレストランには勝てないよね」問題（定額利用料）



各トピックをどう捉えている？

エディター・コーディングツール

04

若干  AG I  やシンギュラリティ的なことが起こっている

AG I  的要素：

　C l a ud e  C o d e  などが自律的にコードを読み、テストや検証

　なども行って、自己改善ループを回す

シンギュラリティ的要素：

　C l a ud e  C o d e  や  C o d ex  自体の開発にも、もちろん大いに

　これら自身が寄与している



各トピックをどう捉えている？

エディター・コーディングツール

04

これらの要素から、特に変化や発展のスピードが早い

個人的には. . .

・「自分が触ってみたときの感覚」

・「中の人（C l a ud e  C o d e  の開発者など）」

のどちらか以外は意図的に信じない（話半分で聞く）ようにしている

→  重要なのは、T i p s  に理由や根拠があるかどうか



各トピックをどう捉えている？

周 辺 知 識  ( M C P  /  A g e n t  S k i l l s  /  S l a s h  C o m m a n d )

04

個人的には、『重要だが重要じゃない』

結 局 は 「 プ ロ ン プ ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ 」 や 、「 ツ ー ル の 呼 び 出 し 方 」

の ノ ウ ハ ウ

C l a u d e  C o d e  は 、 こ の 部 分 の 仕 組 み が 優 れ て お り、 C o d e x  や

A n t i g r a v i t y  と 比 べても 一 歩 リ ー ド し て い る 感 は あ る

（ 私 た ち は プ ロ の エ ン ジ ニ ア と し て、 こ こ は 各 自 で 模 索 し て い き た い ）



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る

C l a ud e  C o d e  開発チーム

Bo r i s  C h e r n y  さんのポスト

05

h t t p s : / / x . com / b c h e r n y / s t a t u s / 2 0 0 7 1 7 9 8 3 2 3 0 0 5 8 1 1 7 7

中の人の情報発信に注目する理由

→  変化が激しいので、外部の誰かが

　  発信した仕様はすでに変わっている　

　  ことが多い

例：今は  C l a u d e  C o d e  で  “ u l t r a t h i n k ”  

　　と打っても何も変わらない  ( X  より )



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05

齋藤と見る、作者による  T i p s

先ほどのポストに書いてあった一連の  T i p s  が、

個人的には「ほぼ現状の答え」な感じがありました。

Gro k  で翻訳したものを一緒に見ていきましょう。



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



C l a u d e  C o d e  作者による  T i p s  を一緒に見る05



おわりに

プログラミングは民主化  ( V i b e  C o d i n g  など )  したが、
まだまだプロにしかできないことが多く、代替はされない

06

短 期 ・ 限 ら れ た 視 点 で 見 る と、 ジュ ニ ア エ ン ジ ニ ア の 採 用 問 題 や

受 託 開 発 の 縮 小 な ど 暗 い ニ ュ ース も 多 い が . . .

む し ろ 、「エンジニアの構造化・抽象化能力が、ホワイトワーカーの

仕事全般の領域に広げられる」よ う に な っ た と 考 える べ き

『 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 の 天 井 は 非 常 に 高 い 』
Y  C omb i n a to r  の  G a r r y  Ta n  による、Any s ph e r e社

( Cu r s o r  開発元)CEO  M i c h a e l  T r u e l l  へのインタビューより



おわりに

ゼノクリースと共に進みましょう！

06

クライアント様と共に良いものを創り上げられるよう、

いつでも万全な準備を整えております。営業や商談の支援

も承わっております。お気軽にご連絡ください！

Web  

T E L

Ema i l

h t t p s : / / x e n o c u l i s . c o . j p  

0 3 - 6 4 0 3 - 9 2 7 1

c o n t a c t@x eno c u l i s . c o . j p



F i n .


